
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 きほん こたえ 名前

力学の複合 月 日

れい 棒の重さは、棒のまん中の1点にかかるものとして、うでの長さを数える

「力×動く長さ」は、装置を使っても変わらない(仕事の原理)

1 てこのつり合い・ばね・輪軸 基本

てこは、「力の大きさ×支点からの長さ」が、左まわりと右まわりで等しいとき、つり合います。

(1) 半径30cmの大輪と、半径15cmのじくがいっしょに回る輪軸があります。大輪とじくに

は、反対まわりに糸をまいてあります。じくの糸に20gのおもりをつるしました。大輪の糸

にはおもり ? をつるしてつり合うとき、? は何gですか。

答え 1 0 g

(2)

90g 30g ?g

20cm
40cm

30cm
重さを考えない棒が、水平につり合っています。

右の重さ ? は何gですか。

答え 1 4 0 g

(3)

10g 20g

40cm ? cm

重さを考えない棒が、水平につり合っています。

右のおもりをつるした位置は、支点から何cmで

すか。(図の長さは、正しくかいてありません。)

答え 2 0 cm

(4) 半径40cmの大輪と、半径10cmのじくがいっしょに回る輪軸があります。大輪とじくに

は、反対まわりに糸をまいてあります。じくの糸に100gのおもりをつるしました。大輪の

糸にはおもり ? をつるしてつり合うとき、? は何gですか。

答え 2 5 g

できた / 4問

ちりつもドリル 学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販売はできません。 1/1

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

G6-JURIKA-CHIKARA-KIHON-01-A


